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随

想
明
治
神
宮
の
杜
の
姿

沖

沢

幸

二

は
じ
め
に

　

明
治
神
宮
の
杜
は
面
積
約
七
〇
㌶
で
、
都
内
で
は
貴
重
な
緑
の

空
間
と
し
て
、
都
市
景
観
に
美
し
さ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
都
市

防
災
の
機
能
や
気
象
を
緩
和
す
る
機
能
、
あ
る
い
は
小
鳥
や
昆
虫

の
棲
家
な
ど
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
大
戦
の
と
き
に
は
御
社
殿
も
戦
災
を
受
け
ま
し
た
が「
杜
」

は
焼
夷
弾
に
も
ほ
と
ん
ど
延
焼
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
の
気
温
は
周
辺
地
域
よ
り
一
～
二
度
ほ
ど
低
く
夏
で
も
ひ

ん
や
り
と
す
が
す
が
し
い
感
じ
が
し
、
参
拝
に
訪
れ
る
人
ば
か
り

で
は
な
く
、
緑
の
中
で
の
く
つ
ろ
ぎ
、
憩
い
を
求
め
て
訪
れ
る
人

も
多
く
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
都
市
の
中
の
貴
重
な
森
と
な
っ
て
い
る
明
治
神
宮

の
杜
。
神
宮
の
造
営
前
か
ら
今
の
よ
う
な
森
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
人
工
の
森
な
の
で
す
。
昔
か
ら
の
武
蔵
野
の
自
然
の
森
を

保
存
し
て
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
て
意
外
に
思
う
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
意
味
で
こ
の
杜
の

姿
は
古
く
か
ら
森
林
や
樹
木
に
携
わ
る
者
の
関
心
の
的
で
し
た
。

　

い
ま
さ
ら
な
が
ら
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
な

自
然
の
森
と
見
間
違
う
ば
か
り
の
こ
の
杜
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生

ま
れ
た
の
か
、
憧
れ
の
こ
の
杜
で
幸
い
に
も
仕
事
を
し
て
い
る
者

と
し
て
、
こ
の
杜
の
姿
を
手
元
の
資
料
を
基
に
見
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

一　

造
営
の
経
緯

　

明
治
神
宮
の
杜
の
造
営
は
、
明
治
四
五
年
の
明
治
天
皇
の
崩
御



�8�明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 43 号〕平成 18 年 11 月

に
遡
り
ま
す
。
当
時
の
東
京
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
東
京
の
有
力

者
や
市
民
は
明
治
天
皇
の
陵
墓
を
「
ぜ
ひ
東
京
に
」
と
強
く
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
宮
内
省
に
よ
っ
て
京
都
の
伏
見
桃
山
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
、
御
神
霊
を
御
祀
り
し
、
御
聖
徳
を

偲
ぶ
神
宮
を
創
建
す
る
と
い
う
要
望
が
東
京
市
民
に
と
ど
ま
ら
ず
、

全
国
的
な
機
運
と
な
り
、
政
府
は
大
正
二
年
神
宮
創
建
を
決
定
し

ま
す
。
そ
し
て
数
多
く
の
神
宮
建
設
の
候
補
地
の
中
か
ら
皇
室
と

の
ご
縁
の
深
か
っ
た
、
こ
の
代
々
木
御
料
地
が
選
ば
れ
た
の
で
し

た
。

二　

杜
の
造
成

　

こ
の
地
は
、
樹
木
の
生
育
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
全
体
の
七
分
の

一
ほ
ど
で
、
他
は
、
畑
地
や
原
野
、
湿
地
な
ど
で
し
た
の
で
、
神

苑
に
ふ
さ
わ
し
い
杜
造
り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
一
般
的
に
神
社
林
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

等
は
煙
害
に
弱
い
の
で
東
京
の
よ
う
な
空
気
汚
染
の
著
し
い
と
こ

ろ
で
は
必
ず
し
も
そ
の
生
育
を
期
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
風
土
、

気
候
に
適
し
、
各
種
危
害
に
抵
抗
強
く
、
人
手
の
補
植
を
要
し
な

い
ク
ス
、
シ
イ
、
カ
シ
等
の
常
緑
広
葉
樹
の
天
然
更

新
に
よ
る
杜
造
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
杜
造
り
に
あ
た
っ
て
、
五
〇
年
後
、
一
〇

〇
年
後
の
変
化
の
過
程
を
想
定
し
た
予
想
林
相
図
を

作
成
し
ま
し
た
（
図
表
１
）。
造
営
直
後
は
在
来
の

ア
カ
マ
ツ
と
新
植
の
ク
ロ
マ
ツ
を
中
心
に
仮
設
的
な

一
次
の
景
観
を
保
ち
、
や
が
て
成
長
の
早
い
ヒ
ノ
キ
、

サ
ワ
ラ
等
が
林
冠
に
進
出
し
は
じ
め
、
マ
ツ
類
は
衰

退
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
後
に
は
常
緑
広
葉
樹
が
林

冠
を
占
有
し
て
極
相
林
の
様
相
を
示
す
と
い
う
百
数

十
年
の
時
間
と
自
然
淘
汰
の
先
見
の
明
を
持
っ
た
、

長
編
の
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
た
杜
造
り
を
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
献
木
約
十
万
本
を
用
い
て
実
施
し
た
の

図表１　『明治神宮御境内林苑計画』
　　　　　　　　（大正 10）所収
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で
す
。三　

杜
の
推
移

　

造
成
後
の
林
苑
が
ど
の
よ
う
に
遷
移
し
て
い
っ
た
の
か
は
ど
な

た
も
興
味
の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
杜
の
調
査
（
図
表
２
）
は
、大
正
一
三
年
（
記

述
の
都
合
上
以
下
①
と
し
ま
す
。
目
通
り
三
〇
㌢
以
上
を
調
査
）、
昭
和

四
～
一
〇
年
（
同
②
。
御
苑
を
除
く
）、
そ
し
て
昭
和
四
五
年
（
同

③
）
に
は
境
内
一
斉
調
査
が
、
ま
た
、
平
成
一
一
～
一
三
年
（
同
④
。

胸
高
直
径
三
㌢
以
上
を
調
査
）
に
宇
都
宮
大
学
が
禁
足
地
を
除
く
地

域
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
正
一
三
年
と
の
比
較
可
能
な
目
通
り
三
〇
㌢
以
上
の
も
の
に

つ
い
て
見
る
と
、
針
葉
樹
で
は
、
①
一
三
、
六
四
七
本
、
②
一
八
、

二
〇
二
本
、
③
五
、
〇
一
九
本
と
約
三
分
の
一
に
減
少
し
、
常
緑

広
葉
樹
で
は
、
①
六
、
四
二
二
本
、
②
八
、
六
一
一
本
、
③
一
二
、

五
四
七
本
と
約
二
倍
に
増
加
し
、
落
葉
広
葉
樹
で
は
、
①
六
、
四

二
八
本
、
②
五
、
一
四
一
本
、
③
六
、
四
一

三
本
と
は
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
一
三
年
と
比
較
可
能
な
目
通

り
一
〇
㌢
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
針
葉
樹
で
は
、
③
五
、
二
〇
九
本
、
④
二
、

二
八
九
本
と
約
二
分
の
一
に
減
少
し
、
常
緑

広
葉
樹
で
は
、
③
三
二
、
一
三
七
本
、
④
五
五
、

九
一
一
本
と
約
一
・
七
倍
に
増
加
し
、
全
体

の
八
〇
％
を
占
め
ま
す
。
落
葉
広
葉
樹
で
は
、

③
一
一
、
七
〇
一
本
、
④
一
一
、
九
六
二
本

と
ほ
ぼ
横
ば
い
、
合
計
で
は
③
四
九
、
〇
四

七
本
、
④
七
〇
、
一
六
一
本
と
約
二
万
本
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
が
異
な
る
た
め
に
全
て
を
比
較
で
き

図表２　明治神宮林苑の遷移

調査年 目通 10 ～
30㌢未満

同　　　
30㌢以上 計

針
葉
樹

① T13 － 13,64（ 13,64（

② S･9 － 18,202 18,202

③ S45 190 5,019 5,209

④ H13 2,288 2,288

常
緑
広
葉
樹

① T13 － 6,422 6,422

② S･9 － 8,611 8,611

③ S45 19,590 12,54（ 32,13（

④ H13 55,911 55,911

落
葉
広
葉
樹

① T13 － 6,428 6,428

② S･9 － 5,141 5,141

③ S45 5,288 6,413 11,（01

④ H13 11,962 11,962

計

① T13 － ･･26,49（ 26,49（

② S･9 － ･･31,954 31,954

③ S45 25,068 ･･23,9（9 49,04（

④ H13 （0,161 （0,161
注：･区分の 10cm,30cm は、樹木の目通り（地上 130cm の位置）

の周囲長です。
　　･昭和 45 年の調査は目通り、平成 13 年の調査は胸高直径

（地上 120cm の位置）直径の調査です。
　　胸高直径･3cm ≒円周 10cm としました。
　　「目通り」や「胸高直径」は、測樹学上定義されたものです。
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な
い
の
で
す
が
、
針
葉
樹
は
衰
退
し
、
常
緑
広
葉
樹
が
確
実
に
杜

の
主
林
木
と
し
て
成
長
し
、
八
〇
余
年
を
経
過
し
て
、
当
初
予
想

し
た
最
終
段
階
の
姿
の
、
照
葉
樹
の
杜
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
つ
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
杜
の
植
物
全
体
（
フ
ロ
ラ
調
査
）
と
し
て
み
る
と
木
本

で
は
③
三
〇
〇
種
が
④
二
八
六
種
に
、
草
本
で
は
③
三
五
二
種
が

④
三
四
八
種
に
、
シ
ダ
植
物
で
は
③
三
〇
種
が
④
五
五
種
と
、
消

滅
し
た
種
、
新
た
に
入
っ
て
き
た
種
に
よ
り
、
合
計
で
は
③
六
八

二
種
が
④
六
八
九
種
と
多
様
性
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
〇
〇
年
二
〇
〇
年
と
い
っ
た
大
き
な
流
れ
の
中
で
、

ゆ
る
や
か
に
増
減
し
な
が
ら
最
終
的
に
は
、
樹
木
一
本
一
本
が

ゆ
っ
た
り
と
枝
葉
を
広
げ
た
本
当
の
天
然
の
杜
に
な
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
杜
の
長
い
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、
私
た
ち
が
関
わ

れ
る
の
は
ほ
ん
の
一
瞬
な
の
で
す
が
、
日
々
こ
の
杜
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
明
治
神
宮
林
苑
主
幹
）


